
進捗報告



知りたいこと
• 修正にかかる時間を短縮できる要因 

• 仮説 
親密度が高いと修正までの時間が短い 
親密度=関わっている回数が多い  
→ 組み合わせ取得
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割り当て者の分布

• eclipseプロジェクトにおけるバグ管理において 
割り当て者総数：21321人， 
割り当て数：234854件 

• 割り当て数の80％を担当している割り当て者：1760人
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前処理
• 欠損値の削除 

• 組織を削除 
(nameにinbox,eclipse,platform,php,kdeが含まれている)  

• unknown user の削除 

• assigner と fixer が同じ人の場合を削除
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割り当て者の分布

5



上位割り当て者とその内訳(一部)
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修正者の分布

• 縦軸が修正者の数，横軸が修正者が担当した数 

• ほとんどが200以下 → 見たいデータではないので削除
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担当数200未満を削除

• 3543件 → 42件 

• assignerとfixerが同一人物である場合を手作業で削除 
42件 → 17件
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次にすること

• 算出したペアの修正時間を箱ひげ図にプロット 
→ 短いかどうかを確認 

• 短い場合，詳細な要因を知るため会話データ等を分析 
長い場合は仮説が間違っていたということ。。



疑問

• 評価する際に比較する？ 
→その際の比較対象は？修正時間が遅い組み合わせ？ 

• どのような観点で分析するのか 
- 会話内容(感情分析，具体例の有無) 
- 参入時期 
- 母国語が同じ 
- 他のプロジェクトで関わったことがあるか
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気づいたこと

• reporterのことを考えてなかったが3つの役割を異なる
開発者で行う場合をみたいので考慮すべき？ 
R=T≠F，T≠F=Rの可能性があるから
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